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荒
川
・
虹
の
広
場

リサ イクルの
検
討
始
め
ま
す

ゴ
ミ
問
題

対策委員
会

が
発
足

ゴ
ミ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
が
全
国
的
に
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
中
、
足
立
区
で
も
区
全
域
を
対
象
と
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
、
そ
れ
に
基
づ
く
リ
サ
イ

ク
ル
計
画
の
策
定
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
区

で
は
1
1月
6
日
、
区
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
方
策
を
検

討
す
る
た
め
、「
ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員
会
」を
発
足
し
ま
す
。

区
民
・
業
者
も
委
員
に

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推
進
に

は
、
行
政
、
住
民
、
企
業
の
強

力
な
連
携
が
必
要
で
す
。今
回
、

発
足
す
る
「
ゴ
ミ
問
題
対
策
委

員
会
」
は
、
具
体
的
に
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
の
基
本
的
な
あ
り
方

や
そ
の
他
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
必
要
な
事
項
を
検
討
し
ま

す
。

こ
の
委
員
会
の
特
徴
は
、
一

般
の
区
民
の
方
か
ら
委
員
を
公

募
、
選
定
し
た
こ
と
で
す
。
区

民
自
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
問

題
を
提
起
し
て
い
た
だ
き
、
実

行
性
の
あ
る
も
の
か
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
回
収
業

の
方
が
委
員
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
問

題
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
動
型
の
委
員
会
め
ざ
す

事
業
推
進
の
具
体
策
に
つ
い

て
は
、
委
貝
会
の
自
発
的
提
案

を
求
め
、
各
団
体
で
実
行
可
能

な
も
の
は
委
員
会
内
で
検
討
、

区
の
施
策
と
考
え
ら
れ
る
も
の

は
別
途
設
け
た
庁
内
検
討
委
員

会
に
提
出
し
、
そ
の
方
針
が
固

め
ら
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員
会
は
実

務
者
レ
ベ
ル
の
小
委
員
会
や
部

会
を
置
き
、
①
す
ぐ
に
実
行
で

き
る
も
の
、
②
今
年
度
末
の
中

間
報
告
に
盛
り
込
む
も
の
、
③

長
期
的
視
点
で
施
策
化
す
る
も

の
の
3
段
階
に
分
け
て
検
討
し

ま
す
。
①
に
つ
い
て
は
即
時
に

実
施
、
②
は
3
年
度
以
降
具
体

化
、
③
は
4
年
度
予
算
に
反
映

さ
せ
る
予
定
で
、
行
動
型
の
委

員
会
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
基
礎
調
査
と
し

て
千
住
・
関
原
地
区
の
ゴ
ミ
の

流
通
経
路
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
状
況
な
ど
を
調
べ
る
ほ

か
、
P
R
を
か
ね
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

町 ぐるみで集団回収( 青井三丁目杉の子子ども会)
青井三丁目杉の子子ども会は、昭和58年から地域の皆さんと一緒に

自分たちの手で集団回収を行っています。毎月第1日曜日が回収日で、
集まる廃品はいつも5～6二月3～4万円の収益と年12万円前後の
都の報奨金で、キャンプ 用具やソフトボール用具などを購入していま
す。「第1 日曜日まで古新聞などをためておいてくれる地域の方々の協
力に感謝し ています」と、子ども会会長の小滝英治さん。活動を通し
て町内の親睦がより深まったそうです。

ゴミ問題対策委員会の構成員

一般区民/区 議会議員/住民団体代表/

商工業団 体代表/ 清掃関係団体代表/

学識経験者 など
き れ

い な 水辺
で

コ
ミ ュ

二 ケ
ー シ

ョ ン

10月28
日 (日)

クリ
ー ンリバ

ー
荒川・

毛長 川・神
明 六 木

遊歩道
・中 川

・毛長 公
園

水
辺
の
ゴ
ミ
を
な
く
し
て

美
し
い
「
い
こ
い

」の
場
に

。

ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
に

よ
り
、
河
川
敷
の
一
斉
清
掃

を
行
う
河
川
愛
護
運
動
で

す
。こ

の
事
業
も
第
3
回
目

。

昨
年
は
約
1
万
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
し

、
2
ン
ト
ラ
ッ
ク
3
3

台
分
の
ゴ
ミ
を
集
め
ま
し

た
ま
た

、
今
年
か
ら
は
川
を

活
用
し
た
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、

花
火

、ス
ポ
ー
ツ

、ま
つ
り
等

に
利
用
し
た
川
へ
の
お
礼
、

川
送
り
の
意
味
を
込
め
て
行

い
ま
す
。

今
回
は
、1
0月
2
8日
(
日
)

午
前
9
時
か
ら
、
荒
川
、
毛

長
川
、
神
明
六
木
遊
歩
道
に

中
川
と
毛
長
公
園
を
新
た
に

加
え
て
、
合
計
1
3力
所
の
拠

点
で
実
施
し
ま
す
。
ク
リ
ー

ン
リ
バ
ー
へ
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
計
画
調
整
課

魯
8
8
0
5
2
0
1

仲良く
清
掃。 河

川 敷は

み んな
の い

こ い の 場
で す

? リ レ ー イ ベ ン ト の 統 一

シ ンボ ルマ ー ク

シ
ン
ボ
ルマ

ー
ク
意
識
調
査

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

9
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
行
っ
た
、
足
立
区
の
新

し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
区

民
意
識
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
現
在
、
4
つ
の
案

に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
貫
重
な
ご
意
見
を
参

考
に
、
選
考
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
、
足
立
区
や
足
立
区
役
所

が
2
1世
紀
に
向
け
て
、
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
制
定
す

る
も
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
1
1‥月
2
5

も
の
に
展
開
し
、
積
極
的
に

日
号
で
発
表
す
る
予
定
で

使
っ
て
い
き
ま
す
。
新
し
い

す
。
A
C
1

推
進
室
V

シンボルマーク―4 案から選考中です

A 案 B案

C案 D案

葦立ち秋
も
深
ま
り
、
夜
空
の
星

が
ひ
と
き
わ
美
し
く
み
え
る

季
節
と
な
り
ま
し
た

。
最
近

の
世
界
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し

く

、
ド
イ
ツ
統
一
、
韓
国
と

ソ
連
の
国
交
樹
立
等
、
あ
ら

た
な
歴
史
の
潮
流
が
近
づ
い

て
く
る
の
を
感
じ
ま
す

。

2
1世
紀
ま
で
あ
と
1
0
年

。

区
は
超
高
齢
化
社
会
の
到
来

を
目
前
に
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
建
設
、
あ
い
あ
い
公

社
の
発
足
、
そ
し
て
ま
ち
づ

く
り
等
、
区
民
の
福
祉
向
上

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る

社
会
を
視
野
に
お
き
な
が

ら
、
区
の
未
来
を
示
す
基
本

構
想
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
築

く
施
策
を
検
討
す
る
た
め
の

世
論
調
査
を
1
0
月
に
実

施

し

、
こ
れ
か
ら
見
直
し
の
準

備
に
入
り
ま
す
。
来
年
は
区

民
代
表
、学
識
経
験
者

、区
議

会
議
員
の
方
々
に
よ
る
審
議

会
を
設
け

、
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
2
1世
紀
の
夢
を
募
集
し

こ
の
審
議
会
に
は
か
っ
て
い

き
ま
す

。

か
つ
て
の
夢
も
、
一
つ
ひ

と
つ
実
現
し
て
き
ま
し
た

。

こ
れ
も
私
た
ち
が
夢
を
持
ち

努
力
し
た
結
果
で
す
。
足
立

の
禾
采
に
何
が
必
要
な
の

か
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か

。
共
に

議
論
を
重
ね

、
答
え
を
出
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

区

長

古
性

直

◆ 「あだち広報」25日号も、今月から再生紙を使用します
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21世紀へ 夢をつなぐ あ
だ
ち
の
道

「1, 000, 158メートル」( 平成2年4月1日現在)
皆さん、この数字は何だと思いますか。実は

この奴宇、区内にある道路の延長なのです。
r道路j それは、私たちが生活していく上で、

必要不可欠なものです。区では、皆さんが安全で

気持ちよく道路を利用できるように、様々な問
題点の解決や道路の整 備に力を入れています。
そこで今回は、道路に対して区が取り組んで

いる事業の一郎を紹介します。

道
を
ふ
さ
ぐ
2
つ
の
問
題
放
置
自
転
車

違

法

駐

車

現
在
、
過
路
上
で
琴

」
う
て

い
る
大
き
な
問
題
と
し
て
「
攻

腋
目

転
&

」
と
「
違
法
駐
皿
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
問
迴
に
も
な
っ
て

い
る

こ
の
2

つ
の
問
題
の
解
決
に
、

区
で

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

竹ノ塚駅前にあふれている放置自転車。人の通行を妨げ ています

放
置
自
転
車
の
一
掃

来
年
か
ら
撤
去
時
間
を
延
長

区
で
は
、
昭
和
5
8
年
4

月
に

自
慨
市
条
剄
を
制
定
し
、
区
内

各
駅
周
辺
に
自
転
車
駐
岫
塲
を

験
偉
す
る
一
方
、
自
転
申
放
置

禁
止
区
域
を
指
定
し
、
朝
の
通

助
・
通
学
時
の
規
制
を
吁
う
な

ど
放
置
自
転
皿
の

迫
放
に
男
め

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
も
自
転
車

の
放
置
は

あ
と
を
絶
ち
ま
せ

ん
。釐

く
人
は
無
恵
識
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
無
意
識

が
た
い
へ
ん
な
危
険
を
生
ん
で

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
路
線
パ
ス
の
発

穗
に
支
皿
を
采
し
た
り
、
参
道

が
自
転
ぶ
に
ふ
さ
が
れ
、
人
が

眼
道
を
歩
い
た
り
、
ま
た
救
急

皿
や
消
防
車
な
ど
の
、
緊
急
活

動
の

障
害
に
も
な
っ
て
い

ま

す
。こ

の
た
め

、
区
で
は
、
現
在

行
っ
て
い
る
放
置
自
転
車
の
撤

去
乍
業
の

時
間
帯
を
叭
げ
、
来

年
か
ら
朝
だ
け
で
な
く
午
唆
も

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
自
転
ぶ
の
撒

云
が
本
采
の
目
的
で
は
な
く
、

皆
さ
ん
に
放
置
を
や
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
手
段
と
し
て

行
っ

て
い
る
作
業
で

す
。

放
置
自
転
車
は

皆
さ
ん
の

気

持
ち
ひ
と
つ
で
な
く
な
っ
て
ゆ

く
の
で
す
。
ぜ
ひ

ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
駐
崘
場
の
拡
充
や
新

般
、
駐
軸
機
の
殿
置
な
ど
、
今

後
利
用
者
の
需
要
に
台
わ
せ
た

整
備
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

駅
前
商
店
街
に
止
め
ら
れ
た
違
法
駐
車
車
両

―
―
道
路
の
機
能
が
低
下
し
ま
す

進
め
て
い
き
ま
す

違

法

駐

車

対

策

近
年
、
自
動
電
の
保
有
台
数

は
、
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
自
動
車
の
台
数
に

対
に
し
た
畦
車
場
の
整
備
が
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
多
く

の
路
上
駐
単
か
発
生
し
、
交
通

渋
滞
・
交
通
事
故
・
商
業
業
務

の
低
下
等
、
交
通
の

安
全
と
道

路
機
能
に
支
鴪
を
来
し
て
い
ま

す
。都

内
で

、
平
成
元
年
中
に
、

駐
車
車
両
に
追
突
し
て
起
こ
っ

た
交
通
死
亡

事
故
は
2
0
件
。
ま

た
、
疸
傷
事
故
は
4
6
件
も
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で

、
路
上
駐
車
の
調
査

を
一

察
で
行
っ
た
と
こ
ろ

。
平
'

日
の
午
後
2

時
か
ら
4

時
の
問

の
違
法
鮭
輿
車
両
は
6
千
6
8
台

も
あ
り
、
全
体
の
路
上
駐
車
単

両
の
9
2
・
2
%

を
占
め
て
い
る

こ
と
か
わ
か
り
ま
し
た
。

区
で
も
、
こ
の
事
態
を
重
要

な
問
題
と
し
て
認
蔵
し
、
駐
車

問
題
の
解
決
に
向
け
「
駐
車
場

対
策
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
駐

申
施
設
調
査
、
駐
車
場
利
用
実

態
調
査
な
ど
を
行
っ
て

い
ま

す
。今

後
、
こ
の
調
査
結
果

を
踏

ま
え

、
各
対
応
施
策
の
貝
体
化

を
図
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

現
在
、
集
合
住
宅
、
大
規
模

店
舗
の
駐
車
場
礎
保
の
行

政
指

導
、
葭
店
街
に
お
け
る
畦
車
場

整
備
へ
の
補
助
金
交
付
。
区
施

設
駐
車
場
の
休
日
開
放
な
ど
を

行
い

、
駐
車
場
の
整
嫻
拡
充
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

用途に応じた道路整備
安全 で快 適に利用できるよう

急
速
な
都

市
化
に
伴
い
、

道
路
の
整
備

も
i
l
要
な
課

題
で
す
。

区
で
は
、

皆
さ
ん
が
安

全
で
快
適
に

廼
路
を
利
用

で
き
る
よ
う

に

、
そ
の
用

途
に
合
わ
せ

た
整
喞
を
進

め

て

い

ま

す
。

(
3
面
へ
つ

づ
く
)

(
2
面
か
ら
つ

づ
く
)

□

都
市
計
画
道
路
の
整
備

都
市
計
画
道
路
は
都
市
の
骨

格
を
形
虞
し
、
交
通
機
能
だ
け

で
な
く
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
・
防
災
礎
能
、
ま
た
、
ガ
ス

、

水
道
等
都
市
供
給
施
設
の
埋
設

な
ど
都
市
活
励
を
支
え
る
基
幹

施
設
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
地
域
に
よ
っ
て
整
備

状
況
に
格
差
か
あ
る
の
か
現
状

で
す
。

そ
こ
で
区
で
は
、
都
市
計
画

道
路
の
整
爾
を
早
く
実
現
す
る

た
め
、
都
に
対
し
壙
極
的
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
幹
線
遜

路
が
完
成
し
、
現
在
造
虞
中
の

楠
助
第
5
号
線
(
平
野
二
丁
目
)

を
始
め
と
す
る
多
く
の
都
市
計

画
廼
路
の
整
備
か
透
ん
で
き
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
都
と
力
を
台
わ
せ

全
線
が
完
成
す
る
よ
う
男
力
し

て
い
き
ま
す
。

歩
道
を
拡
張
し
て
歩
行
者

が
安
心
し
て
歩
け
る
よ
う

整
備
し
た
保
木
間
せ
せ
ら
ぎ
の
道

人
と
車
の
共
存
実
現

立
ち
話
て
き
る
ス
ペ
ー
ス
も

□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備

今
ま
で
自
動
単
が
優
先
権
を

持
っ
て
い
た
道
路
を
、
歩
行
者

か

安
心
し
て
歩
く
こ
と
か
で

き
、
立
ち

話
も
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
設
け

、
人
と
人
と
の
交
流

の
場
と
も
な
る
歩
行
者
優
先
の

道
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
嵋
道
路
。

人
と
車
が
共
存
す
る
新
し
い

タ
イ
プ
の
退
路
で
す
。

現
在
、
加
平
一
丁
目
を
始
め

と
す
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

通

路
の

整
備
が
進
ん
で
い

ま

す
。
交
通
安
全
と
住
環
境
整
備

を
兼
ね
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

の
整
爾
を
今
後
も
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
一
定
幅
員
以
上
の
道

路
に
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
の

安
全
確
保
の
た
め
に
歩
道
を
設

置
し
、
地
域
に
合
わ
せ
た
カ
ラ

ー
加
装
も
計
回
的
に
吁

っ
て
い

ま
す
。

□
緑
道
・
親
水
緑
道
の

整
備

公
園
と
逎
の
2
つ
の

顏
を
持

つ

線
迺
、
自
動
申
は
入

れ
な
い

歩
行
者
専
用
の
道
で
す
。

ま
た
、
親
水
練
通
は

自
然
と

水
に
ふ
れ
る
こ
と
か
で

き
る
散

歩
遜
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。都

市
の

梓
つ
美
観
を
保
ち
、

ま
ち
に
潤
い
を
与
え
、
区
内
の

緑
化
の
充
実
と
い
っ
た
目
的
の

も
と
に
、
緑
週
・
観
水
練
通
の

整
備
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

な
お
、
緑
適
、
親
水
緑
逗
の

整
爾
に
あ
た
っ
て
は
、
公
園
、

史
跡
等
を
つ

な
ぎ
、
水
と
緑
の

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
い

く
予
定
で
す

。

急ピッチで整備がすすむ加平一丁目のコミュニティ道路

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

道
づ
く
り
に
ご
協
力
を

区
で
は

、
今
回
紹
介
し
た
事

檗
の
ほ
か
に
も

、
嵋
衝
路
整
鰐

斟
業
や
道
路
用
地
の

確
保
な

ど

、
迺
路
に
関
す
る
仕
事
を
た

く
さ
ん
吁

う
て
い
ま
す

。

道
を
塵
偉
し
た
り

。
新
し
く

心
を
造
成
す
る
場
合

、
こ
近
所

の

方
に

、
こ
迷
愿
を
お
か
け
し

ま

す
か

、
ま
ち
を
塵
備
し
僅
み

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
の

エ

亊
で
す

。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

。

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004

東
和 保 健 相 談 所 　606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351
本庁 舎(千 住)・保健予 防係 　382- 1111㈹

保
健
ガ
イ
ド

呼
吸
器
病
教
室

講

演

会

日

時
H

月
7
日
(
水
)
、
午
俊
2

時
1
4

時
(
午
浚
1
時
3
0

分
受
付
聞
始
)

場
所

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象

区
内
在
庄
の
肺
気
腫

、

気
眥
支
ぜ
ん
息
な
ど
に
よ
る

低
肺
機
能
者

※
肥
定
な
者
に
は
別
途
通
剣
し

ま
す
。

内
容

「
息
切
れ

、
呼
吸
困
幡

に
打
ち
勝
つ
力
法
」

講
師

杉
田
溥
宣
氏
(

聯
結
核

予
防
会
複
十
爭
詞
院
医
原
部

長
)

定
良
S

人
(
先
椨
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

霍
話

申
込
期
限
H

月
2
日
(
金
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
介
・

公
害
補
濆
係

脱
1
1
1
1
㈹

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

悩
ま
な
い
で
尿
失
禁

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
り

妲
い
物
を
持
っ
た
時
な
ど
に

、

火
桑
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。
そ
ん
な

あ
な
た
の
悩
み
に

、
お
答
え
し

ま
す

。
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ

し日
時
1
0

月
2
9日
(
月
)
、
午
峻
2

時
～
轟

講
師

西
村
か
お
る
(
コ
ン
チ

ネ
ン
ス
ア
ド
パ
イ
ザ
ー
)

定
員

釦
人
(
先
答
順
)

費
用

羅
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
足

2
保
健
所
　
8
5
5
4
1
5
1

ゆ
れ
る
と
き
思
春
期
講
演
会

思
荐
期

、
青
年
期
は
家
族
の

ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
巾
で
家
族

関
係
が
一
番
賍
し
く

、
覡
も
子

も
ゆ
れ
る
時
期
で
す

。

思
舂
期
と
子
供
の
自
立
(
心

と
身
体
)
に
つ
い
て
考
え

、
家

族
の
役
例

、
つ
な
が
り
を
見
な

お
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
1
1

月
1
日

采
)

、
午
唆
2

時
～
4

蒔

場
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

石
田
一
宏
氏
(

小
児
哨

神
科
医
・
新
松
・戸

診
療
所

艮
)

定
員
7
0

人

費
用

無
料

申
込
方
法

畩
話

申
込
・
問
合
せ
先

柬
和
保
健

相
談
所

　
甌
4
1
7
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

11

月

の

献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い

。
日
咥
は
上
沢
の
と
お
り
で

す

。

受
付
時
間

い
す
れ
も
午
前
1
0

時
～
午
唆
3
時
3
0
分
(
昼
食

・
休
憇
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

蒭
飾
赤
十
字
血
葭

セ
ン
タ
よ

　
印
5
7
0

よ

本
庁
舎
・
保
吸
予
防
係
(

　

貘
1
1
1
1

㈹
)

11 月の献血予定表

酒
害

相
談

お
酒
で
悩
ん
て
い
る
方
へ

保
健
所
で
は

、
お
酒
を
や
め

た
い
が
や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で
い

る
方

、
ま
た
は
そ
の
家
族
を
対

象
に

、
町
門
医

、
保
健
婦
に
よ

る
酒
害
相
談
を
肓
週
―
回
行
っ

て
い
ま
す

。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

同
じ
悩
み
を
持
つ
仲
閧
と
一
緒

に
相
談
し
合
い
ま
し
ょ
う

。

日
時
・
場
所

ワ
千
住
保
鬮
所

・
:
第
1
・
3

木
略
日
▽
足
立

保
健
所
・
・・
第
2

・
4
木
踝
日

※
い
す
れ
も
午
唆
1
時
3
0
分
I
3

時
3
0分

。
亭
郎
に
連
絡
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
嘱
所

・
保
健
相
談
所

第2 回

足
立
区
野
外
彫
刻
展

作
品
の
入
賞
・
入
選
者
発
表

区
で
は

、
心
豊
か
な
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て

、
彫
刻
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す

。
今
回

、「
第
2
回
足
立
区

野
外
彫
刻
展
」
開
催
に
先
だ

ち

、
彫
刻
の
設
置
場
所
や
テ

ー
マ
を
生
か
し
た
作
品
を
一

般
公
募
し
ま
し
た
。

1
0月
6
日
、
足
立
区
彫
刻

の
ま
ち
委
員
会
と
、
彫
刻
設

蒹
予
定

旭
区
の
地
元

委
叫

が
、
応
募
の
あ

う
た
弱
点
の

楔
型
を
審
査
し
た
結
果
、
5

地
区
別
に
3

貞
、
針
1
5点
が

入
選
。
入
選
の
中
か
ら
実
際

に
設
置
す
る
入

賞
作
品
5
点

が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
1
1月
2
3
日
間
催
の

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

会
場
で

、
入
賞
・
入
選
者
に

爽
状
を
恥
呈
し

、
作
品
を
展

示
し
ま
す

。

ま
た

、
来
年
5
月
に
は

、

元
溯
江
公
園
で

「
第
2

回
足

立
区
野
外
彫
刻
展
」
を
閧
催

し

、
完
成
し
た
入
賞
作
品
を

一
斉
に
展
示
し
ま
す

。

入
賞
さ
れ
た

方
は

、
次
の

と
お
り
で
す
(

敬
称
略
)
。

【
入
賞
】

▽
江
北
区
民
事
秘
所
宮
城
分

室
前
・
・・
飢
敬

仏

▽
毛
艮
川
遇
歩
道
…
金
盛
秀

碵
▽
峻
瀬
4
丁
目
吉
田
ビ
ル
2

号
館
加
公
共
空
地
・
・『
牛
尾

啓
三

▽
臾
和
2
丁
目
交
差
貞
プ
チ

芒

フ
ス

ー
=北
田
吉
正

▽
胥
井
兵
和
通
り
商
店
衝
プ

チ
テ
ラ
ス
・・
・
陽
川

哩

問
合
せ
先

御
ま
ち
つ
く
り

公
社
都
市
畢
観
デ
ザ
イ
ン

室

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

「(未来への) 誓い」
江北区民事務所
宮城分室前

「花園の天女」
東和二丁目交差点
プ チテラス

「子供の詩」 毛長川遊歩通

「風 景
―角笛を吹けば―」

青井兵 和通り商店街
プチテラス

「
空
間
の
メ
ヴ
ィ
ウ
ス
」

綾
瀬
四
丁
目
吉
田
ビ
ル
2

号

館
前
公
共

空
地

駅前放置自転車クリーンキャンペーン
10 月25日～31 日 まで

〝迷惑を 招く
あなたのその1 台

近
年
、
社
会
問
砦
と
な
っ

て
い
る
駅
前
放
置
自
転
車
。

自
分
ぐ
ら
い
は
と
筐
い
た
自

転
巾
が
た
ち
ま
ち
河
百
台
も

放
置
さ
れ
、
路
線
バ
ス
の
発

魯
や
歩
行
者
の
通
行
等
を
妨

害
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
放
置
自
転
車

を
一
掃
す
る
た
め
、
東
京
都

・
区
市
町
村
主
催
で
、
1
0月
2
5

日
か
ら
3
1日
ま
で
「
第
7

回
駅
前
放
荳
自
転
9
グ
リ
ー

ン
キ

ャ
ン
ベ
ー
ン
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

足

立
区
で

は
、
北
千
僅
を

は
じ
め
と
し
た
区
内
各
駅
で

実
施
し
ま
す
。

放
置
自
転
車
問
町
は
、
一

岔
で

。言
え
ば
。
自
毛
眼
利
用

者
の
モ
ラ
ル
の
問
題
。
只
の

近
く
に
庄
ん
で
い
る
方
は

徒

歩
で

、
ま
た
、
遠
距
曜
で

自

。転
申
を
利
用
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
方
は
、
定
め
ら
れ
た

駐
市
鵬
を
利
用
し
、
き
れ
い

で
安
全
な
駅
前
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

放
匱
自
転
凧
を
無
く
す
の

は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

か
ら
で
す
。
足
立
区
で
は
、

平
成
元
年
4

月
1
日
か
ら
駅

周
辺
で
馼
趾
自
七
眼
と
し
て

撤
去
し
た
場
台
、
返
還
時
に

撒
云
料
(
2

千
円
)
を
澂
収

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
合

・
自
転
凧
対
第
係

膕
5
2
3
0

みんなの協力で放置自転車をなくしましょう

休
日
に
急
病

に
な
っ
た
ら

□

休
日
診
療
所
の
案
内

左
衣
の
と
お
り
休
日
診

療
所

を
開
設
し
て

い
ま

す
。ご

利
用
く
だ
さ
い
。

休日診療所一覧
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見つけてみませんか
あな ただけの秋を

ぎ
ん
な
ん
拾
い
も
楽
し
み

中
川
氷
川
神
社
の
い
ち
ょ
う

亀
有
の

駅
か
ら
中
川

に
出

て

、
川
旧
い
を
北
へ
歩
く
と
、

前
方
に
大
木
か
小
さ
な
森
を
形

づ
く

う
て
い
ま
す
。
水
川
神
社

の
境
内
の
い
ち
ょ
う
、
け
や
き

で

す
。
青
空
に
映
え
。
右
手
の

川
面
と
も
飼
和
し
、
や
す
ら
ぎ

の

風
景
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

区
の
保
存
樹
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
の
い
ち
よ

う
の
大
木
は
、
そ
の
豊
か
な
ぎ

ん
な
ん
の
実
り
で

、
近
隣
の
人

に
観
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

見
上
げ
る
と
、
木
も
れ
日
の

あ
い
だ
に
オ
レ
ン

ジ
色
が
か
っ

た
ぎ
ん
な
ん
が
ぎ

う
し
り
。
喇

齢
加
年
以
上
と
岔
わ
れ
る
こ
の

大
木
の
力
強
さ
、
入
地
の
恵
み

を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
す
。

やさしい草花たちに
ホッとする空間

柳 原 千 草 園

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
逕
む
こ

の
住
宅
地
の
一
角
に
、
そ
の
名

の
通
り
底
の
千

草
、
樹
木
を
鑑

賞
で
き
る
公
園
が
あ
り
ま
す
。

園
内
に
は
、
約
誣
種
も
の
花

木
や
葱
花
が
。こ
の
時
期
、藥
、

い
ち
ぢ
く
。
な
つ
め
、
と
一
斉

に
か
わ
い
い
実
を
つ
け
始
め
、

「
み
1
つ
け
た
!

」
と
子
ど
も

の
換
声
が
聞
こ

え
ま
す
。
東
塵
(

あ
ず
ま
や
)

に
は
一
服
す
る

お
年
よ
り
の
姿
も
。

お
み
な
え
し
の
黄
色
、
彼
庠
花

の
あ
ぎ
や
か
な
朱
色
に
色
ど
ら

れ
た
園
庭
を
眺
め
て
い
る
と
、

す
が
す
か
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

池
の
周
り
の
ス
ス
キ
が
虱
に

た
な
び
き
'
m

の

高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
と
不
思
巌
な
調
和
を
見

せ
て
い
ま

す
。
新
し
い
乱
市
の

秋
の
風
累
か

、
こ
こ

に
あ
り
ま

す
。

わ

た
し
が

〝看
板
娘
〟

大
衆
浴
場
を
彩
る
ざ
く
ろ

」に
越
し
て

『

鎰

に
哇
冫

ッ

ん
ね
。

』こ
か
ら
い
ろ

檐い
冫
尤
ヽ
舜
を
眺
め
て
き
ま
し

た
が
、衝
の
姿
は
変
わ
っ
て

も
、

人
ぴ
と
の
明
る
さ
と
活
気
は
し

っ
か
り
根
づ
い
て
い
る
よ
う
で

す
。衝

か
夕

焼
け
に
桑
ま
る
こ
ろ

に
は
、
小
脇
に
洗
面
器
を
抱
え

て
の
れ
ん

を
く
ぐ
る
人
が
絶
え

ま
せ
ん
。

あ
っ
、
ワ
タ
シ
を
指
さ
し
て

何
か
話
し
て
い
る
わ
。
そ
ん
な

に
見
つ
め
な
い
で
。
そ
ろ
そ
ろ

い
い
色
に
な
っ
て
き
た
で
す
っ

て
?

そ
う
い
う
ア
ナ
タ
の
ほ

っ
ぺ
も
鳫
上
が
り
で
ほ
ん
の
り

バ
ラ
色
で
す
よ
。

▼
相
馬
湯
(
千
佳
人
川
町
1
9
-

4
)

舞い手の迫力に息をのむ

鹿 浜 の し し ま い

ま
う
赤
な
顔
に
、
キ
ョ
ロ
リ

と
光
る
目
玉
。
頭
に
ピ
ン
と

立

つ
耳
の
形
が
独

特
の
こ
の
し
し

は
。
よ
く
兒
る
と
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
衣
惴
を
し
て
い
ま
す
。

舞
い
手
の
吸

継
者
が
な
く
な

り
。
一
慶
は
途
絶
え
た
こ
の
伝

吮
蕋
能
も
、
昭
和
羽
年
、
み
ご

と
に
復
活
。
秋
の
行
事
と
し
て

地
域
に
し

う
か
り
と
根
づ
い
て

い
ま
す
。

地
元
の
人
々
の
熱
い
心
い
き

で

伝
え
ら
れ
る
鹿
浜
の
し
し
ま

い
、
舞
い
手
の
汗
か
飛
び
、
笛

の

音
か
空
に
響
く
、
こ
の
し
し

の
登
場
が
、
秋
の
始
ま
り
を
否

げ
る
の
で
す
。

▼
鹿
浜
の
し
し
ま
い
…
毎
年
9
月
1
5
日
、
氷
川
神

社
な
ど
4
つ
の
神
社
を
持
ち
回
り
で
奉
納
。

白
、ピ
ン
ク
、紅
色
…

花
の
じ
ゅ
う
た
ん

荒

川

の
コ

ス

モ

ス

休
日
と
も
な
る
と
、
荒
川
の

河
川
敷
に
は
親
子
連
れ
や
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
を
臭
し
む
人
の

姿
か

箟
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
季
節
は

コ
ス
モ
ス
目
当
て
に
訪
れ
る
人

も
大

勢
い
ま
す
。

。
輌
】
幗
は

、
決
し
て

華
や

か
な
花
で
は
な
い
の
に
、
人
地

に
根
を
張
り
、
群
生
し
て
い
る

慶
は
私
た
ち
を
魅
了
し
ま
す
。

誰
が
禰
を
ま
い
た
の
か

、
自

然
に
溶
け
こ
ん
で
厩
艮
し

、气

秋
風
に
そ
の
愛
ら
し
い
花
を
揺

ら
し
て
い
ま
す
。

釣
人
を
じ
っ
と
見
つ
め
る

舎
人
公
園
の
オ
ナ
ガ
ガ
モ

都
立
舎
人
公

園
の
池
に
は
、

遠
い
国
か
ら
の

旅
人
が
、
そ
ろ

そ
ろ
到
着
す
る

こ
ろ
で
す
。
そ

の
な
か
で

も
、

百
す
じ
の
白
さ

で
目
立
っ
て
い

る
の
が
こ
の
オ

ナ
ガ
ガ
モ

。
裏

ガ
モ
に
比
べ
て
尾
が
長
い
の
で

こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

つ
が
い
で
仲
良
く
咏
ぐ
鳥
た

ち
。
羽
。つ

く
ろ
い
し
て
い
る
様

子
な
ど
は
い
く
ら
見
て
い
て
も

飽
き
ま
せ
ん
、
合
人
公
園
は
。

自
然
を
取
り
入
れ
た
ス
ケ
ー
ル

の
人
き
な
公
園

。
局
た
ち
が
休

息
す
る
池
の
対
庠
で
は

、
大
公

望
た
ち
が
の
ん
び
り
と
釣
り
糸

を
垂
れ
て
い
ま
す

。

今
年
の
採
凡
会
は
1
2月
2

日

(
旦

に
舎
人
公
園
で
行
わ
れ

る
予
足
で
す

。
初
め
て
の
方
も

こ
の
機
会
に
か
わ
い
い

鳥
た
ち

と
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

。

こ
こ
は
都
会
の
中
の
田
園

都

市

農

業

公

園

郡
市
農
業
公
園
は

、

四
季
を
通
し
て
く
つ
ろ

げ
る

乱
会
の

オ
ア
シ

ス

。古
民

家
前
の

水
田

は

、
収
穫
を
終
え

。
来

春
に
価
え
て
ひ
う
そ
り

と
休
ん
で
い
ま
す

。
刈

り
取
ら
れ
た
株
の
上
を

飛
び
交
う
赤
と
ん
ぼ
を

眺
め
て
い
る
と

、
日
舎

に
い
る
よ
う
な
路
覚
に

陥
り
そ
う

。

丹
精
こ

め
て
作
ら
れ

た
菊
の
見
ご
ろ
は
こ
れ

か
ら

。
め
す
ら
し
い
キ

ウ
ィ
の
剛
も
あ
り

、
こ

こ
で

も
実
り
の
秋
が
旧

行
で
き
そ
う
で
す

。

もうすぐ美しい紅葉も
花畑記念庭園・東渕江庭園

足
立
区
の
諤
る
啀
園
-
花

畑
晏

澁
朏
(

花
畑
4
-

匐

-
1
)
、
東
渕
江
庭
園
(
大
谷

出
5
-
2
0
-
l
)

も

、
秋
の

装
い
で
あ
な
た
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

。

花
畑
記
念
庭
園
で
は

、
つ

わ
ぶ
き
が
や
ま
ぶ
き
色
の
花

を
そ
ろ
そ
ろ
見
せ

始
め

、
朿

渕
江
庭
園
に
は

、
休
息
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
す

、
白
サ
ギ

が
笵
ら
れ
る
こ
と

も
。

い
ず
れ
も
、
優
雅
な
造
り

の
庭
園
で

、
ち
ょ
っ
と
重
厚

な
眇
の
香
り
。

名
園
の

紅
葉
の
美
し
さ
を

た
ん
の
う
で
き
る

、
兒

逃
せ

な
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す

。

シ
リ ー ズ

足立の文化財

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

(
足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
・
彫
刻
)

江
北
2
-
4
-
3

恵
明
寺

こ
の
仏
像
は

、
江
戸
時
代

に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
六
回
弥

陀
詣
の
第
2
番
寺

、
恵
明
寺

の
阿
弥
陀
如
来
喩
で

す
。

そ
の
由
来
は

、
足
立
姫
の

伝
承
に
起
因
し
て
い
ま
す

。

「
足
立
圧
司
宮
城
宰
相
の

娘
-

足
立
姫
は

、
豊
島
氏
に

嫁
ぎ
ま
し
た
が
不
緑

。
生
家

へ
も
ど
る
遼
中

、
沼
田
川
へ

身
投
げ
し
て
し
ま
い

、
侍
女
5

人
も
唆
を
追
っ
て
入
水

。

姫
の
曹
提
を
弔
う
た
め
諸
国

行
脚
の
旅
に
出
た
父
卮
は

、

熊
野
権
現
で

神
示
に
よ
り
霊

木
を
得
ま
す

。
そ
れ
で
六
体

の
阿
弥
陀
廉
を
造
り
六
力
寺

に
安
置
し
ま
し
た
」

こ
れ
が
六
阿
弥
陀
詣
の
起

こ
り
で
す

。
小
台
に
あ
っ
た

延
命
寺
か
六
阿
弥
陀
の
2
番

寺
で
し
た
が

、
明
冶
9

年
に

恵
明
寺
に
合
併
し

、
こ
れ
に

変
わ
り
ま
し
た

。

こ
の
坐
像
は
寄
木
迴
り

で
、像
高
7
8
セ
ン
チ
气
葆
隈
7
4

セ
ン
チ
只
ふ
く
よ
か
で
温
か
な

相
を
し

、
漆
盾
の
下
地
に
金

泥
の
仕
上
げ

。
胎
内
銘
か
ら

幾
慶
か
の
修
復
か
う
か
が
え

ま
す
か

、最
も
古
い
も
の
は

、

天
文
6
年
(
1
5
3
7
)

と
記

さ
れ
て
い
ま
す

。
制
作
年
代

は

、
そ
の
様
相
や
作
風
か
ら

鎌
倉
期
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す

。

フォト
ニュース

あだち

9/ 20 花いっぱいコンクール
秋の審査会

▲学校の部第1 位　長門小学校

一般の部第1 位
西新井第3 団体自治会　

9/ 23 熱い闘い!
イカダレース

シリ ー
ズ

身近な自然 17

アオギリ( アオギリ 科)

ア
オ
ギ
リ
は

、
風
変
わ
り

な
実
の
つ
け
方
を
す
る
の
で

目
立
つ
植
物
で
す

。
も
と
も

と
は
亜
熱
帯
産
の

も
の
で
庭

木
と
し
て
入
っ
て

き
ま
し
た

が

、
日
水
の
南
部
で
は
野
性

化
し
て
い

る
も
の

も
あ
り
ま

す

。
区
内
で
も

、
公
園
や
団

地
な
ど
に
よ
く
墮
え
ら
れ
て

い
ま
す

。

一
見
し

た
と
こ
ろ
桐
に
似

て
い
て

、
樹
皮
が
緑
色
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら

、胃

桐
(
ア

オ
ギ
リ
)
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た

。
し
か
し

、
岡
の
仲
間

で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
チ
ョ
コ

レ

ー
ト
の
原
科
と
な
る
カ
カ

オ
な
ど
の
仲
間
で
す

。

木
材
は
建
具
や
ダ
ン
ス
な

ど
に
、
樹
皮
の

繊
維
は
麻
の

代
用
に
な
り
ま
す

。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
実
が

裂
け

、2
枚
の

葉
の
よ
う
に

な
り
ま
す

。
ふ
ち
に
は
豆
の

よ
う
な
種
子
が
2
～
3

個
ず

つ
つ

き
、
取
珠
な
り
に
な
る

の
で

、
遠
く
か
ら
で
も
よ
く

目
立
ち
ま
す

。

葉
の
よ
う
な
部
分
は

、
舟

の
よ
う
な
形
な
の
で

、
池
に

浮
か
べ
て
遊
ぶ
の
も
楽
し
い

も
の
で
す

。

今
年
は

猛
§
た
っ

た
た

め

、
実
の
つ
き
が
良
く

、
木

の
『卜
に
は
潭
茶
色
で

表
面
か

し
わ
だ
ら
け
の
丸
い

実
(
椰

子
)

が
た

く
さ
ん
落
ち
て
い

ま
す

、
芽
を
出
し
て
い
る
の

も
あ
り
ま

す
。

実
の
皮
を
取
り

、
中
の
白

い

部
分
を
食
ぺ
る
と
油
っ
こ

く
て

、
香
ば
し
く

、
少
し
炒

め
る
と
一
層
お
い
し
く
な
り

ま
す

。
<
綾
瀬
小
教
諭
　

鶴
田
ヨ
シ
江
>
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福

祉

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
(
援
助
協
力
員
事
業
)

協
力
会
員
を
募
集

あ
い
あ
い
公
社
で
は

、
地
域

の
方
々
の
協
力
で

、
区
内
の
お

と
し
よ
り
を
は
じ
め
、
自
宅
で

の
生
活
に
手
助
け
が
必
要
な
人

々
に

、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
£

つ
た
か
サ
ー
ビ
ー

は

。「
ご
近
所
ど
う
し
の
助
け
あ

い

」を
基
本
と
し
た
制
度
で
す

。

会
員
登
録
後
、
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
(
協
力
会
員
)
は
、

手
助
け
を
受
け
た
い
方
(
利
用

会
員
)
に
対
し

て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

公
社
は
利
用
会

員
か
ら
利
用
料

を
受
け
と
り
、

協
力
会
貝
に
同

額
の
謝
礼
を
支

払
い
ま
す
(
表
1
)
。

現
在
、
モ
デ
ル
地
区
(
荒
川

以
北
で
国
道
4

号
線
と
放
射
1
1

号
線
の
閧
の
地
域
)
で
行
っ
て

い
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
来
年
4

月
か
ら
は
区
内
全
域
で
実
施
し

ま
す
。

地
域
拡
大
に
向
け
、
あ
っ
た

か
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
多
く
の
方

が
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

地
域
説
明
会
を
行
い
ま
す

。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

地
域
説
明
会
日
程
・
会
場

表
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2
の
と
お
り

問
合
せ
先

足
立
あ
い
あ
い
公

寮
電
話
で
も
、お
気
軽
に
お
問

社
a
8
8
3
6
1
7
2

ご
参
加
く
だ
さ
い

介
護
特
別
講
座

「
家
庭
介
護
の
コ
ツ
」

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
が
、
家
庭
で
の
介
護

に
、
よ
り
い
っ
そ
う
関
心
と
理

解
を
深
め
、
地
域
で
役
立
て
て

い
た
だ
け
る
よ
う
特
別
講
座
を

閧
催
し
ま
す
。

日
時
H
月
2
6
・
2
8
・
3
0
日
、
　

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

竹
の
罹
セ
ン
タ
ー

対
象
1
8
歳
以
上
の
健
康
な
区

民
の
方
で
、3
日
間
受
講
で

き
る
方

講
師

齋
藤
い
し
氏
(
都
立
駒

込
病
院
外
来
相
談
)

定
員
3
0
人
(
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、

住
所

、氏
名
、年
齢
、職
業

、電

話
番
号
、「
介
護
特
別
講
座

」

と
明
記

申
込
期
限
H

月
1
3日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
あ
い

あ
い
公
社
(
〒
1
2
1竹
の
塚
2
　
-
2
5
1
1
7

竹
の
筱
セ
ン
タ

ー
2

階
、
さ
8
8
3
6
1
7
2
)

表1 あ ったかサービ スの内容と 利用料・謝礼

表2 地域説明会日程

いずれも午後1時～3時

道
路
・
住
ま
い

第
3
回
/
1
1月
2
3日
開
催

あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

最
近
、
ま
ち
の
景
色
が
変
わ

っ
て
き
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

今
、
足
立
区
は
、
東
京
と
い

う
国
際
都
市
・
情
報
都
市
の
中

に
あ
っ
て
、
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
ま
ち
と
し
て
注
目
を
集

め
、
新
た
な
都
市
化
へ
向
か
う

急
流
の
中
に
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
変
化
の
中
で

ま
ち
の
風
景
I
都
市
景
観
I
を

ど
う
演
出
し
て
い
け
ば
『
潤
い

と
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
」
を
つ

く
っ
て
い
け
る
か
を
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
「
あ
だ
ち
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は

都
市
景
観
を
テ
ー
マ
に
、
2
1世

紀
の
足
立
の
ま
ち
つ
く
り
を
探

り
ま
す
。

近
隣
の
5
区
・
6
市
と
と
も

に
、
居
ご
こ
ち
の
良
い
ま
ち
・

美
し
い
ま
ち
の
未
来
像
を
描
く

た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
、
ま
ち
に

住
む
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
H

月
2
3日
(
金
)
、午
前

1
0時
～
午
後
4
時

会
場

動
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

内
容

表
4
の
と
お
り

主
催

足
立
区
、
足
立
区
ま
ち

づ
く
り
推
進
連
絡
聊

爾
足

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
庄
)
　

・
ま
ち
づ
く
り
課
、
ま
ち
づ

く
り
公
社
(
登
り
7
7
6
1
)変 わ り ゆ く 足 立 の 景 観

表4 まちづくりフォーラム内容

税

金

納
付
に
便
利
!
口
座
振
替

1
0月
・
1
1月
は
お
勧
め
月
間

口
座
振
替
は
、
も
う
ご
利
用

で
し
ょ
う
か
。

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
m

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
に
、
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
す

と
、
預
金
口
座
か
ら
納
期
ご
と

に
。
自
動
的
に
納
付
さ
れ
、
納

め
に
行
く
手
間
が
は
ぶ
け
、
た

い
へ
ん
便
利
で
す
。

利
用
で
き
る
金
融
機
関

銀

幌

信
用
金
庫
、信
用
組
合
、

農
業
協
同
組
合
、
ろ
う
き
ん

(郵
便
局
を
除
く
)

申
込
方
法

預
金
通
帳
と
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を

持
っ
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ

し
申
込
先

金
融
機
関

、
区
役
所

(
納
税
課
、
国
民
健
康
保
険

課
、
国
民
年
金
課

、
区
民
事

務
所
)

問
合
せ
先

▽
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・
:納
税
課
昔
8
8
0
5
1
　
0
1

▽
国
民
健
康
保
険
料

・・・
国
民
健
康
保
険
課
豊
8
8
0
5
　
1
3
3

▽
国
民
年
金
保
険

料
=
・
国
民
年
金
課
酋
8
8
0
5
1
　
6
1
(

い
ず
れ
も
中
央
本
町

庁
舎
)

不
動
産
(
土
地
)
を
公
売
し
ま
す

足
立
区
が
差
押
さ
え
た
不
動

産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
H
月
1
4
日
(
水
)
、
午
後
　

l
時
3
0
分
～
1
時
4
5
分
(
受

付
は
午
後
1
時
か
ら
)

場
所

中
央
本
町
庁
舎
・
3
0
2会

議
室

公
売
物
件
の
内
容

マ
所
在
地
…
我
孫
子
市
布
佐

字
西
大
作

▽
地
番
・
=
1
9
3
0
番
の
1

▽
地
目
・
=田

▽
地
積
・
;
2
1
3
平
方
む

な
お
、
く
わ
し
く
は
本
庁
舎

♀
住
)
前
掲
示
板
の
「
公
売

公
告
兼
見
積
価
額
公
告
(
第
一

号
)
お
よ
び
不
動
産
公
売
広
報
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

公
充
係

豊
8
8
0
5
1
0
1

第
3
期
分
の納

期
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す

1
0月
3
1日
は
、
特
別
区
民
税

・
都
民
税
第
3
期
分
の
納
期
限

で
す
。

納
付
は
、
お
近
く
の
金
融
機

関
、
区
役
所
、
区
民
事
務
所
の

各
窓
口
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

亜
1
期
・
2
期
未
納
の
方
へ
　

税
金
を
理
由
な
く
滞
納
し
ま

す
と
、
高
利
率
の
延
濳
金
が
加

算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
差
押

え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
早
目
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
は
、
納
税
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

納
税
課

酋
8
8
0
5
0
9
6

消
費
生
活

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

「
は
か
り

」
は
取
り
引
き
や

証
明
に
使
う
場
合
、
計
量
法
に

よ
り

、
毎
年
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
近
く
の
会
場
で
、
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

表

3
の
と
お
り

問
合
せ
先

都
・

計
量
検
定
所
検

査
課
(

讐
捌
7
　
2
5
1
)

、区
・

消
費
者
セ
ン
タ

ー
(

。‘
8
8
0
5
3
　
8
5
)

表3 はかりの定期検査日程

ルック i nあだち
レ ポ ー タ ー募 集

あ
な
た
も
「
ル
ッ
ク
ー
n

あ

だ
ち
」
に
出
演
し
て
み
ま
せ
ん

か

。現
在
、区
民
の
レ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す

。

明
る
く

、
さ
わ
や
か
で
健
康

な
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

応
募
対
象

区
内
在
住
・
在
動

の
1
8
歳
か
ら
2
9
歳
ま
で
の
女

性
(
高
校
生
を
除
く
)

▽
お

し
ゃ
べ
り
の
得
意
な
方

応
募
方
法

履
歴
書
、写
真
(
上

半
身
と
全
身
、
各
1
枚
)
を

同
封
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接

窓
口
へ
(
提
出
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
)

※
今
回
は
登
録
で
す
。
番
組
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
と
き
に

は
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
広
報
課
(
〒
1
2
0
千

庄
1
1
4
1
1
8
)

消
費
者
相
談

気をつけよう!
ふ と ん の

クリー 二ン グ広 告

「
新
聞
の
チ
ラ
シ
に
、
ふ

と
ん
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
格

安
で
や
る
広
告
が
あ
り
ま
し

た
。
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

訪
ね
て
き
た
人
に
ふ
と
ん
の

中
に
カ
ビ
が
は
え
て
い
る
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
よ
り
新
し
い

も
の
を
買
っ
た
方
が
、
と
い

わ
れ
2
0万
円
も
の
羽
毛
ふ
と

ん
を
賈
わ
さ
れ
ま
し
た
。
失

。敗
し
た
と
思
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
ふ
と

ん
は
下
取
り
に
出
し
ま
し
た

し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
」
-

と
い
う
相

談
が
竹
の
塚
に
住
む
若
い
女

性
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

商
品
の
あ
ふ
れ
て
い
る
今

日
、
さ
ま
ざ
ま
な
口
実
で
消

費
者
に
余
分
な
も
の
を
買
わ

せ
よ
う
と
す
る
販
売
員
も
い

ま
す
。居

安
≒
お
徳
≒
限
定

販
{
に
と
い
っ
た
言
葉
に
惑

わ
さ
れ
、
多
碩
な
出
費
を
さ

せ
ら
れ
な
い
よ
う
ご
用
心
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
相
談
例
は
、

契
約
か
ら
8
日
以
内
だ
っ
た

の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

よ
り
、
充
買
契
約
も
解
除
で

き
ま
し
た
。
下
取
り
に
出
し

た
ふ
と
ん
も
、
も
と
通
り
戻

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

困
っ
た
、
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
者

セ
ン
タ
ー
へ
。

消
費
者
テ
レ
ホ
ン

霤
8
8
0
5
3
8
0
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文

化

申
出
書
を
お
送
り
し
ま
す

高
齢
者
の
生
き
が
い
奨
励
金

「
生
き
が
い
奨
励
金
」
は

、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
涯
を
通

じ
自
ら
を
高
め

、
健
康
で
充
実

し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
、
生

涯
学
習
、
地
域
活
動

、
福
祉
活

動
を
支
援
す
る
た
め

、
区
が
新

た
に
始
め
た
制
度
で
す
。

奨
励
金
の
対
象

区

内
在
住

(
2
年
1
0月
1

日
現
在
)
の
7
0
　

歳
(
3

年
3

月
3
1
日
現
在
)
　

以
上
の
方

支
給
金
額
マ
7
0
～
7
4
歳
・
:
5
　

千
円

▽
7
5
歳
以
上
・
=
7
千

円
(

本
人
の
所
得
制
限
額
を

超
え
た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん

。
限
度
額
は
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
約
2
倍
、
扶
養
の
な

い
場
合
は
平
成
元
年
中
の
所

得
額
匐
万
2
千
円
ま
で
)

申
込
方
法

▽
1
0月
末
に
郵
送

す
る
生
き
が
い
奨
励
金
の
申

出
書
に
希
望
の
支
給
方
法
を

記
入
し
押
印

斑
申
出
書
は
H
月
末
ご
ろ
ま
で

に
、生
か
い
奨
励
金
協
力
員
(
区

内
郵
便
局
員
に
委
嘱
)
が
各
家

庭
を
訪
問
し
、回
収
し
ま
す
。

支
給
方
法

郵
便
局
の
口
座
に

振
り
込
み
、
ま
た
は
生
き
が

い
奨
励
金
協
力
員
に
よ
る
現

金
手
渡
し

支
給
時
期
1
2
月
中
旬
以
降

問
合
せ
先

区
内
各
郵
便
昜
ま

た
は
本
庁
舎
(
千
庄
)
・
生

胚
教
育
推
進
課

特
別
展
=

あ
だ
ち
・
川
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
町

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
足
立

は
、
四
方
を
水
辺
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。川
は
各
時
代
を
通
じ

て
、
わ
た
し
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
す
と

同
侍
に
、
川
は
わ
た
し
た
ち
の

生
活
を
根
こ
そ
ぎ
流
し
去
っ
て

し
ま
う
力
も
持
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
は
、
川
と
足
立

の
か
か
わ
り
を
歴
史
・
生
活
・

伝
説
の
面
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
構
成
し
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
品
は
、
中
川
の
投

網
船
の
網
打
ち
風
景
の
再
現
、

中
川
を
利
用
し
た
京
友
禅
の
作

品
。
明
治
時
代
の
鯨
と
り
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
た
絵
馬
な
ど

で
す
。ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

会
期
1
2
月
1
6日
ま
で
(
毎
週

月
曜
日
休
館
)

開
館
時
間
午
前
9
時
～
午
後

5
時
(
入
館
は
4
時
3
0分
ま

で
)

入
館
料

一
般
2
0
0
円
、
小
・

中
学
生
1
0
0
円
、
団
体
(
2
0人

以
上
)
半
額
、
た
だ
し
、H
　

月
3
日
は
無
料
公
開
日

場
所
・
問
合
せ
先

郷
土
博
物

館

酋
6
2
0
9
3
9
3

郷
土
芸
能
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

―寿
獅
子
・
お
囃
子
―

日
時
1
1
月
3
日
(
文
化

の
日
)
午
後
2
時
か
ら

場
所

郷
土
博
物
館
中
庭

出
演
団
体

葛
西
ぱ
や
し

佐
野
保
存
会
、
葛
西
囃

子
北
野
神
社
保
存
会

嶌
な
お
当
日
は
、
入
館
無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

酋
6
2
0
9
3
9
3

保
養
所
な
ど

伊
豆
高
原
・
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

1
月
分
の
利
用
案
内

1
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。(

ガ
キ
は
1

保
養
所
・
I

グ
ル
ー
プ
(
区

内
在
住
・
在
動
者
の
み
)
、1
枚

に
限
り
ま
す

。
重
複
申
し
込
み

や
、
期
限
を
過
ぎ
た
申
し
込
み

は
無
効
に
な
り
ま
す
。
な
お
。

一
人
で
の
宿
泊
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
1
2
月
3
1
日
～
1
月
5
日
は
、

I
グ
ル
ー
ブ
1
5人
以
内
に
限
り

ま
す
。

ありがとう
ござい まし た。
1111勢調 査のご 協 力あり が と
うご ざい ま した。こ の 結米
は 後I I 汚新聞 紙|・。・テ レビ
等で公 表され 、皆 さんの 乍
活 にi i ' r f , 1;す る人切 な資料 と
し て、行政に 生 かされ ます。

国勢調査
足立区国勢調査実施本部事務局

880- 5033

教

育

平
成
3
年
4
月
入
園保

育
園
児
の
募
集

平
成
3
年
4
月
に
、
保
育
園

に
入
園
を
希
望
す
る
児
童
を
募

集
し
ま
す
。

受
付
期
間
1
2
月
1
日
～
1
5
日

受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す

る
福
祉
事
務
所
(
表
旦

申
請
に
必
要
な
も
の

マ
平
成

2
年
度
分
庄
民
税
額
の
わ
か

る
も
の
(
納
税
通
知
書
、
特

別
徴
収
税
額
通
知
書
ま
た
は

課
税
証
明
書
)

▽
平
成
元

年
分
の
所
得
税
が
わ
か
る
も

の
(
平
成
2
年
分
の
所
得
税

が
確
定
し
だ
い
、
平
成
2
年

分
の
も
の
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
)

▽
印
か
ん

※
本
年
度
中
の
入
園
の
相
談
、

申
請
は
、
随
時
各
福
祉
事
務
所

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所

受
付
月
日
1
1
(
月
1

日
(

木
)
　

か
ら

対
象
3
～
5
歳
児
(
昭
和
6
0
　

年
4
月
2

日
～
6
3
年
4

月
1
　

日
生
)

※
願
書
は

、1
0月
1
5
日
か
ら
配

付
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
私
立
幼

稚
園

平
成
3
年
度
入
園
の

幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

・

区
立
幼
稚
園

募
集
す
る
園

表
6
の
と
お
り

受
付
日
時
1
1

月
I
・
2

日
、

午
後
1
時
3
0分
I
3

時
3
0分

受
付
場
所

入
園
希
望
の
各
区

立
幼
稚
園

応
募
資
格

区
内
在
倖
の
4
歳

児
(

昭
和
6
1
年
4
月
2

日
I
　
6
2

年
4

月
1
日
生
)
、5
歳
児

(
昭
和
6
0年
4

月
2
日
～
6
1
　

年
4

月
1
日
生
)

募
集
要
項
・
申
込
用
紙
1
0

月

2
3日
か
ら
各
区
立
幼
稚
園
、

区
民
事
務
所
、
教
育
委
員
会

で
配
付

寮
幼
稚
園
で
の
配
布
は
、
午
後
1

時
か
ら
3
時
(
土
曜
日
は
午

前
中
)
ま
で
。

選
考
日
時

第
1
次
選
考
(
抽

選
)
は
、H
月
6
日
に
入
園

希
望
の
各
幼
稚
園
で

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)・

学
事
第
二
係

垂
私
立
幼
稚
園

表5 各福祉事務所 住所および問合せ先

表6 来年4 月入園児募集の区立幼稚園

掲示
板

・
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
を

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
で
は
、
未

就
業
の
保
健
婦
、
助
産
婦
、

看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
方
々

に
就
業
の
あ
っ
せ
ん
、
相
談

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
方
法

直
接
来
所
か
、

(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
所
有

資
格
、「
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
登

録
希
望
」
と
明
記

申
込
先

東
京
都
看
護
協
会

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
(
〒
囚
渋

谷
区
神
宮
前
5
-
8
1
2
　

昔
椢
3
3
9
5
)

問
合
せ
先

都
衛
生
局
看
護

課

き
2
1
2
5
1
1
1㈹

・
に
せ
税
務
署
関
係
者
に
ご

注
意
を

最
近
、「
国
税
局
、税
務
署

関
係
者
」
な
ど
と
言
い
、
税

務
関
係
の
図
書
の
販
売
や
講

習
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け

、
多
額
の
お
金
を
請
求
す

る
と
い
っ
た
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

国
税
局

、
税
務
署
で
は

、

一
切
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
不
審
に
思
っ

た
ら
、
身
分
証
明
の
提
示
を

求
め
る
か

、
税
務
署
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
総

務
課
(

魯
8
8
8
6
2
4
1
)

。

西

新
井
税
務
署
総
務
課

(
a
m
1
1
1
1
)

・

障
害
者
通
所
施
設
指
導
員

の
募
集

募
集
人
員

男
女
若
干
名

施
設
・
勤
務
内
容

▽
あ
か

し
あ
の
家
(

重
度
の
身
体
障

害
者
の
訓
練
施
設

、2
ヵ
所
)

…
作
業
・
機
能
訓
練
の
指
導

お
よ
び
介
護

マ
ひ
ま
わ
り

作
業
所
(

知
恵
お
く
れ
の
方

の
施
設
、6

ヵ
所
)
・・・
中
軽

度
者
へ
の
作
業
指
導

、
重
度

者
へ
の
作
業
・
生
活
指
導

※
施
設
の
運
営
は
民
間
の
障

害
者
団
体
が
行
い

、
運
営
費

は
区
が
補
助
し
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

▽
あ
か
し
あ
の

家
・
:
小
熊
・
1
8
4
9
1
3
7
9
　

▽
ひ
ま
わ
り
作
業
所
:
山

岸

昔
捌
7
1
0
9

・

パ
ー
ト
街
頭
労
働
相
談

日
時
H

月
2
日
(
金
)
、
午

後
2
時
～
5

時

場
所

竹
ノ
塚
駅
東
口
駅
前

広
場

問
合
せ
先

王
子
労
政
事
務

所

昌
6
1
1
0

・

郵
便
局
の
年
末
年
始
ア
ル

バ
イ
ト
募
集

採
用
期
間
1
2

月
中
旬
～
1
　

月
上
旬

内
容

郵
便
物
の
区
分
お
よ

び
配
達
な
ど

時
給
▽
室
内
区
分
作
業
・
:
　

7
0
0
～
7
4
0
円
▽
配
達
作
業
　

・
:
7
8
0
～
脚
円
(
別
に
交
通

費
あ
り
)

問
合
せ
先

足
立
郵

便
祕

(
瑟
2
6
0
0
)

、
足
立

北
郵
便
局
(
雪
8
8
4
1
0
3
　
1
)

、足
立
西
郵
便
局
(
さ

8
9
6
2
1
2
2
)

◆
高
年
齢
者
就
業
相
談
所
　
1
0

月
1
日
か
ら
高
齢
者
能

力
開
発
情
報
セ
ン
タ
ー
(

高

齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
)
が
、

高
年
齢
者
就
業
相
談
所
に
名

称
を
変
更
し

、
お
お
む
ね
5
5

歳
以
上
の
方
に
、就
業
相
談
、

就
業
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

す

。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

▽
文
京

酋
Ⅲ
6
5
3
6

▽
墨
田

き
6
1
6
7
6
6
8

▽
江
東

き
6
4
9
0
8
5
1

問
合
せ
先

都
労
働
経
済
局

高
齢
者
対
策
室
(
B
2
1
2
5
　
1
1
1

㈹
)
、嬲
東
京
都
高

齢
者
事
業
振
興
財
団
(
登

2
3
5
4
6
6
3
)

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1

団

体
1
事
業

、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=催
し
物
=

匸
(
サ
I
H
月
3
日

(
祝
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時
3
0分
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

雨
天
決
行
/
日
用
品

、
雑

貨
等
/
東
六
月
町
ひ
ま
わ
り

作
業
所

さ
捌
7
1
0
9

∴
ア
イ
ス
ス
ヶ
I
ト
を
楽
し

む
会
H

月
I
3

月
、
日
曜

日
の
午
前
中
(
月
2
回
ン
J
R

王
子
駅
前
サ
ン
ス
ク
ェ
ア

ス
ヶ
I

ト
場
/
幼
児
か
ら
お

と
し
よ
り
ま
で
/

指
導
員
つ

き
/

ス
ヶ
I

ト
連
盟
長
谷
部

昔
8
8
1
9
0
6
5

☆

バ

ザ
ー
1
0

月
2
8

日

(
日
)
、
午
前
1
0時
3
0
分
～
/

江
北
四
丁
目
パ
ン
ダ
公
園
/

雑
貨
、
衣
類
等
の
提
供
を
/

ひ
ま
わ
り
共
同
保
育
園

讐

巍
6
1
8
3=募

集
=

ごリ
ズ
ム
体
操
ヨ
ス
モ
ス
)

毎
週
水
曜
日
、
午
前
1
0時
I
H

時
3
0分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

円
/
無
料
体
験
あ
り
/
吉
岡

昔
8
9
7
7
5
3
0

≒
足
立
平
和
の
た
め
の
戦
争

展

戦
時
遺
品
、
資
料
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
/
足
立
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
事
務
局

(
足
立
教
育
会
館
内
)
/
松

沢
・
狐
塚
昔
喝
0
2
9
7

ご
気
功
健
康
法
毎
週
木
曜

日
、午
後
7
時
～
8
時
3
0
分

/
千
住
酒
販
会
館
2

階
/
月

額
2

千
円
/

小
松

雲
Ⅲ
5
9
5
1
(

午
後
7
時
以
降
)

ご
社
交
ダ
ン
ス

ーコ
ー
ル
ド

会

毎
週
金
曜
日

、
午
後
7

時
I
9

時
/

綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
/

定
員
2
0人
/

入
会
金
予

円
、
月
額
3

千
円
/

猪
股

昔
6
0
2
8
8
7
8

・
足
立
社
交
ダ
ン
ス
研
究
会

毎
週
木
曜
日

、
午
後
7

時

～
9

時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/

定
員
5
0
人
/

入
会
金
2

千

円
、
月
額
3

千
5
0
0円/

青
木

瑟
1
6
9
0

-
-
話
し
方
教
室
(
鹿
浜
ト
ー

ク
の
会
)

毎
月
第
2

・
4

火
曜
日
、午
前
1
0
時
1
正
午

/
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
/
月
額
千

円
/
倉
田
昔
8
9
7
9
3
5
5

二
登
校
拒
否
の
子
供
を
も
つ

親
の
会
毎
月
第
2
土
曜
日

午
後
2
時
～
4
時
/
月
額
1
0
0

円
/
竹
内
合
8
5
2
0
6
5
6

い
足
立
中
国
語
字
習
会
毎

週
土
曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分
～

8
時
3
0分
/
竹
の
罹
セ
ン

タ
ー
/
基
礎
か
ら
学
び
た
い

方
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
躇
円
/
相
沢

昔
8
8
3
1
3

二
中
国
語
会
話

毎
週
火
曜

日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
北

千
住
駅
近
く
の
集
会
所
/
初

級
・
中
級
/
入
会
金
千
円
、

月
額
3
千
円
/
前
沢

酋
8
8
1
3
8
1
4
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区 民 体育大 会

第40回 ロードレース大会

日
時
1
1
(
月
2
5
日
(
日
)
、

8
時
か
ら
受
け
付
け

決
行
)

、午
前

集
合
場
所

荒
川
千
住
新
橋
緑

示
雨

地
(
千
住
五
丁
目
地
先
・
虹

の
広
場
)

コ
ー
ス
千
住
新
　

橋
～
江
北
襦
間
　

(
荒
川
河
川
敷

右
岸
)

参
加
資
格

区
内

在
住
・
在
動

。

在
学
の
方

種
目
・
距
離

上

表
の
と
お
り

申
込
方
法

団
体

は
所
定
の
申
込

用
紙
、
個
人
は

往
復
(

ガ
キ
に

住
所
、氏
名

、電

話
番
号

、年
齢
、

希
望
種
目
を
明

記
申
込
期
限
H

月

5
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

抛
区
体
育
協
会

事
務
局
(

〒
1
2
0

千
住
1
1
4
1
1
8雲8
8
2
1
1
1
1

㈹
)

種 目

職員研修
所

公開 講
座

自
治
体
大
学
「
法
学
」

テ
ー
マ

土
地
問
題
と
法

自
治
体
大
学
は
、
区
民
の
方

と
区
職
員
が
共
に
自
治
の
あ
り

方
を
考
え
る
講
座
で
す
。

日
時
・
内
容

上
表
の
と
お
り

定
員
5
0

人
程
度

(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法
(

ガ

キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
1
0

月

3
1日

場
所
・
申
込
・
問

合
せ
先

足
立

区
職
員
研
修
所

(
〒
m
一
綾
瀬
2
　
-

で
6

昔

6
0
2
8
8
4
1
、

綾
瀬
駅
東
口
下

車
徒
歩
5
分
)

自治体大学 「土地問題と 法」

※ いずれも午後6時30分～8時30分。

情

報 コ ー ナ ー
ル ッ クi nあだち
第42 号

新作放
映中

内 容 D 新装 一日 光林間学園の紹介
し・日光市内ひと昧 違う 観光案内など

貸出窓口 情報公開課( 本庁舎・中央本町庁舎)
問合せ先 本庁舎(干住)・広報課　882- 1111(代)

' 90第5 期少年
活

動
リ ー ダ ー 講 座 楽しいつどいを演出する

区内の少年団体育成者の皆さんや
こども会活動に興味のある高校生以
上の方の参加をお待ちしています。
日時・内需 右表のとおり
場所 青年センタ ー
定員40 人
費用 食料費のみ実費負担
申込方法 電話または所定の用紙で
申込期限11 月2 日必着

申込・問合せ先 本庁舎( 千住)
少年育成係B882 ―1111(代)

※ いずれも毎週火曜日、午後7時～9時

足

立
区

新生活運動30周年記念大会
環 境 づ く り 区 民 大 会

日時・内容11 月7 日( 水) レ30周
年記念大会… 午前10時30分から、
30周年記念功労者・功労団体表彰
? 環境づくり区民大会‥・午後1 時
から、新生活運動・交通安全 。献

血関係者の表彰、各種展示等
場所 産業振興館
問合せ先 中央本町庁舎・コミュニ
ティ育成S{系0880 ―5199

第40回 足立区文化祭
区民の皆さんの文化・芸術活動の

発表の場とし て親し まれている足立
区文化祭。今年も各会場で日ごろ の

成果が披露されます。ぜひ、ご鑑賞
ください。
日時・場所 下表のとおり
問合せ先 本庁舎( 千住) ・文化振
膕缸系 雲882- 11n( f t )

足立区文化祭各種大会 ( 11月3日～25日)

区内施設めぐり
足立区 観光 協会

日時11 月16日〔金〕、午前8 時40　
分。本庁舎( 千住) 前集合
主な見学先( 予定) 郷土博物館、
花畑大鷲神社、元溯江公園ほか
定員40 人( 抽選)
参加費 し>観光協会会員・・・1500円
C>会員以外・・・20〔〕0円

※ 参加費は当日お 支払いください
(昼食付)。
申込方法 往復ハガキに各申込者
の住所、氏名、年齢、電話番号、会
員・会員外の別を明記( 1 通2　
人まで。重複ハガキは無効)

申込期限11 月7 日消印有効
申込・問合せ先 区観光協会( =i =　120

中央本町1―17―1 中央本
町庁舎・商工振興課内

0880 ―5191)

男性講座/ 公開フォーラム

男たちへのメッセージ
― もうオジサンにならないで―

オジサンから抜け出し、男 と女
のステキな関係をつくるためのフ
ォーラムに参加しませんか。女性
の方もぜひおいでください。
日時11月5日( 月) 、午後7時～　
9 時

ゲスト 宮淑子氏( フリージャー
ナリ スト) 、福島瑞穂氏( 弁護
士)、山口正紀氏( 新聞記者)

申込方法 電話、直接窓口または
ハガキ( 住所、氏名、年齢、電話
番号) のいずれか

場所・申込・問合せ先 婦人総合セ
ンター(〒123梅田7 ―33―1 工
ル・ソフィア内S880 ―5222)

青年センタ ーの催し
< 国際協力セミナー>

あ なたもで きる

若い力の国際協力
青年海外協力隊が発足して25年。
延べ1 万人の若者が派遣されていま
す。協力隊がどんな活動をしている
のか。派遣された国々の生活ぶり は
どんな様子なのか、足立から参加し
た方も含め、協力隊の方々のお話を
聞いてみませんか。
日時C> 第l 回… 11月1 日(水) 、

午後7時～9時[ >第2回… 11月　
13日( 火) 、午後7時～91栫
※ どちらかのみの参加も可。

シ ネ サ ロ ン

「フ ィー ルド・オ ブ・
ド リ ー ム ス」

平穏な日々を送っていた晨夫のま
わりに奇跡がおこる感動の夢物語で
す。
日時11 月6 日( 火) 、午後7 時
定員100 人( 整理券は10月25日から
窓口で配布)

- いず れ もー

場所 青年センター( 無料)
問合せ先 青年センター

0890 ―0061

区民事務所
窓口用サービス封筒の広告募集

区内各区民事務所の窓口で使用す
るサービス封筒に掲載する広告の申
し込みを、次の要領で受け付けます。
掲載の基準[ > 区内商工業の発展を
期するもの? 政治・宗教活動、
意見広告、個人宣伝等にかかわら
ないもの じ?公の秩序、善良の風

俗に反しないもの
広告の大きさ1 枠、縦約41 ンx 横
約8r ( 封筒の表面に2 枠、裏面
に4 枠掲載します)

広告料 掲載1 枠につき、表面20万
円・裏面10万円
作製数40 万枚
申込期限10 月31日
申込・問合せ先 中央本町庁舎・住
1垢言己1吸{系0880 ―5045

青少年健全育成区民 大会
日時10月28日( 日) 、午後1時3{ }分　～

4時
場 所 文 化 会館( 無 料)

内 容 し>講 演会 「学 校5 日 制 とこ れ
か ら の地 域活 動の あり 方 」? 青

少年偏1全育成絵画コンクール表彰
式
講師 坂本昇一氏( 千葉大学教授)
問合せ先 本庁舎( 千住) ・青少年
課調整係B882 ―1111(代)

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

T. S. Ta. A. 240, 000


